
令
和
元
年
六
月
十
九
日
提
出

質
問
第
二
六
五
号

公
立
小
中
学
校
の
国
有
地
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

早

稲

田

夕

季
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公
立
小
中
学
校
の
国
有
地
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

逗
子
市
は
市
立
逗
子
中
学
校
の
用
地
と
し
て
、
一
九
四
九
年
八
月
一
日
か
ら
現
時
点
ま
で
国
有
地
を
借
用
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
池
子
米
軍
家
族
住
宅
施
設
建
設
問
題
が
発
生
す
る
ま
で
の
間
、
具
体
的
に
は
、
一
九
八
四
年
度
を
除
く
一
九
七
三
年

十
月
か
ら
一
九
八
九
年
三
月
ま
で
、
無
償
貸
与
の
期
間
も
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
国
は
い
き
な
り
年
額

貸
付
料
千
八
百
八
十
一
万
円
の
請
求
を
市
に
行
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
貸
付
料
の
積
算
根
拠
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
市
側

に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

一

二
〇
一
八
年
度
か
ら
の
三
か
年
の
年
額
貸
付
料
と
し
て
、
本
年
四
月
、
国
は
こ
れ
ま
で
の
千
九
百
八
十
八
万
五
千
八
百
十

七
円
か
ら
約
三
百
万
円
引
き
上
げ
て
、
二
千
二
百
九
十
万
七
千
五
百
四
十
五
円
を
逗
子
市
に
対
し
て
示
し
た
が
、
国
有
地
の

有
償
貸
付
に
あ
た
り
、
借
受
人
に
対
し
て
貸
付
料
の
積
算
根
拠
を
示
さ
な
い
こ
と
は
、
不
適
切
で
は
な
い
か
。
年
額
の
二
千

二
百
九
十
万
七
千
五
百
四
十
五
円
及
び
約
三
百
万
円
の
引
き
上
げ
額
の
積
算
根
拠
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

今
回
の
年
額
貸
付
料
約
三
百
万
円
の
値
上
げ
の
理
由
と
し
て
、
関
東
財
務
局
は
「
国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り

普
通
財
産
の
減
額
譲
渡
又
は
減
額
貸
付
を
す
る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
昭
四
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
蔵
理
第
五
七
二

二
号
）
」
と
い
う
財
務
省
理
財
局
の
通
知
が
改
正
さ
れ
、
別
紙
三
の
中
学
校
の
適
正
規
模
基
準
の
運
動
場
に
つ
い
て
の
項
で

一



「
財
務
局
長
が
事
業
計
画
及
び
利
用
計
画
等
を
勘
案
の
う
え
、
必
要
と
認
め
る
面
積
と
す
る
」
と
の
文
言
が
削
除
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
と
の
趣
旨
の
説
明
し
か
逗
子
市
に
対
し
て
行
っ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
が
事
実
か
。
こ
の
改
正
は
昨
年
七
月

二
日
に
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
す
る
が
、
こ
の
文
言
を
削
除
し
た
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
約
三
百
万
円
も
の
値
上
げ
が

行
わ
れ
る
の
か
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
国
有
財
産
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
普
通
財
産
の
減
額
譲
渡
又
は
減
額
貸
付
を
す
る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の

別
紙
三
の
中
学
校
の
適
正
規
模
基
準
の
運
動
場
に
つ
い
て
の
基
準
面
積
は
、
文
部
科
学
省
の
中
学
校
設
置
基
準
を
援
用
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
義
務
教
育
の
質
の
確
保
に
最
低
限
必
要
な
面
積
と
し
て
文
部
科
学
省
が
求
め
て
い
る
も

の
で
あ
っ
て
、
少
子
化
で
生
徒
数
が
漸
減
傾
向
で
あ
る
時
代
に
、
こ
れ
を
貸
付
面
積
の
基
準
面
積
に
す
る
こ
と
は
不
適
切
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。
広
域
避
難
場
所
に
も
指
定
さ
れ
る
な
ど
の
他
の
機
能
も
鑑
み
れ
ば
、
文
部
科
学
省
の
設
置
基
準
上
の

最
低
面
積
を
貸
付
面
積
の
基
準
面
積
に
す
る
こ
と
は
極
め
て
不
適
切
で
あ
り
、
中
学
生
の
健
全
育
成
、
校
庭
の
利
用
実
態
に

鑑
み
た
基
準
面
積
に
変
更
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

四

有
償
貸
与
の
場
合
は
、
国
が
当
該
自
治
体
に
固
定
資
産
税
を
支
払
う
代
わ
り
に
、
そ
の
相
当
額
の
市
町
村
交
付
金
を
国
が

当
該
自
治
体
に
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
一
般
的
に
そ
の
相
当
額
は
当
該
自
治
体
と
協
議
の
上
、
決

二



定
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

逗
子
市
に
よ
る
と
、
逗
子
中
学
校
の
例
で
は
そ
の
相
当
額
が
い
く
ら
な
の
か
、
協
議
ど
こ
ろ
か
知
ら
さ
れ
て
も
お
ら
ず
、

結
果
的
に
市
町
村
交
付
金
と
し
て
相
当
額
が
交
付
さ
れ
て
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
逗
子
中
学
校
用
地

と
し
て
有
償
貸
与
し
て
い
る
国
有
地
の
固
定
資
産
税
見
合
い
の
市
町
村
交
付
金
額
は
い
く
ら
な
の
か
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

六

国
有
地
を
公
立
小
中
学
校
用
地
と
し
て
有
償
で
貸
与
し
て
い
る
例
は
、
逗
子
市
立
逗
子
中
学
校
以
外
に
全
国
で
ど
の
く
ら

い
あ
っ
て
、
無
償
で
貸
与
し
て
い
る
例
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
政
府
と
し
て
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
あ
き

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

こ
れ
ま
で
逗
子
市
は
本
件
に
つ
い
て
累
計
五
億
八
千
万
円
以
上
の
支
出
を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
国
有
地
は
市
街
化

調
整
区
域
内
に
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
学
校
施
設
以
外
の
用
途
は
考
え
に
く
い
。
他
方
、
逗
子
市
財
政
は
二
〇
一
七
年
の
単

年
度
で
七
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
教
育
や
子
育
て
に
お
け
る
行
政

予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い
て
い
る
中
、
公
立
学
校
の
国
有
地
利
用
に
お
い
て
、
有
償
貸
与

を
続
け
る
こ
と
は
、
市
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
財
政
悪
化
の
要
因
と
も
な
り
、
こ
れ
以
上
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
か

三



ら
、
用
地
の
返
上
或
い
は
支
出
の
停
止
も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
、
国
と
し
て
深
刻
に
受
け
止
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
義
務
教
育
の
機
会
を
、
財
政
基
盤
の
ぜ
い
弱
な
自
治
体
が
今
後
と
も
継
続
し
て
提
供
で
き
る

よ
う
、
公
立
小
中
学
校
用
地
と
し
て
の
国
有
地
の
貸
与
に
あ
た
っ
て
は
、
公
園
用
地
同
様
、
無
償
貸
与
を
原
則
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


